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閣議決定等が行われた政策に基づき、

1. 事業者の目線に立って、事業者の行政手続の体験プロセスを具体的に整理し、

2. 事業者が手続情報の取得や申請準備を円滑に行えるよう支援するポータルサイトの実証版および正式版を構築する。

令和７年度デジタル社会の実現に向けた重点計画
(令和７年６月13日閣議決定)

2

事業者向け行政サービスの利便性向上に向けた整備方針

経済財政運営と改革の基本方針2025 （骨太方針2025）
(令和７年６月13日閣議決定)

デジタル行財政改革 取りまとめ2025
(令和７年６月13日デジタル行財政改革会議決定)
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Gビズポータル（事業者ポータル）の提供機能について

事業者が必要な手続情報に気づき、完結するまでの一連アクションをサポートする機能を提供。
実際の手続申請については、既にある手続システムとのシームレスな連携を図る予定。
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※図は、R7年度リリース時点での未提供機能を含む



Gビズポータル（事業者ポータル）について

令和７年度、Gビズポータル（事業者ポータル）アルファ版のリリースを予定している。
GビズIDと連携した事業者向け行政サービスの窓口となるポータルサイトを提供。
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特徴的な機能とサービス開発に向けた取り組み①：横断的な手続情報の検索

行政手続棚卸調査等の情報をもとに、Gビズポータルでは各手続情報を横断的に検索、案内可能に。

手続検索画面（画面はイメージ）
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ガイドジャーニー画面（画面・掲載内容はイメージ）

特徴的な機能とサービス開発に向けた取り組み②：ガイドジャーニーの整備

例えば、「新しく事業を始めたい」といった利用ケースに応じて、必要な手続き（複数省庁の行政
手続き、補助金）の流れが表現されたガイドジャーニー機能の提供を予定。

アルファ版では数例の利用ケースに沿ったガイドジャーニー機能を具備する方向で検討。

【現状課題想定】
• 自分にどんな手続きが必須か、どの申請順番なのかわから

ない。
• １つの利用シーンに対して、申請先、申請数が多く、手続

きページにたどり着けない。

【Gビズポータルの取り組み】
• 事業者の業種やシチュエーションに合わせて、必要な行政

手続を順番に行えるようなガイドを整備し、利用者が何を
すべきか迷わないような機能提供を予定。

• ガイドジャーニーを準備するにあたって、手続きの所管省
庁の監修、協力も受けながら整備している。

• ガイドジャーニー機能の利用ケースについては今後も順次
拡大予定。各省庁の監修ご協力を引き続きお願いしたい。
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特徴的な機能とサービス開発に向けた取り組み③：電子ロッカー機能の提供

申請に必要な添付書類を保存可能。士業者・審査者への相談について、電子ロッカー上のファイルで
閲覧・やり取り可能に。また、メールでの申請やりとりの代替方法としても利用できるよう機能提供
予定。
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事業者

Jグランツ … …

書類B 書類C 書類D書類B 書類C 書類D

作成・提出

事業者

※電子ロッカーと連携する申請サイト（Jグランツ等）は令和８年度以降に順次展開を予定

審査者士業者

電子ロッカー (仮) （クラウド上の保管場所）
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マイルストーン
（法人・個人事業主）
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R8年度（2026年4月〜2027年3月）
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要件定

義

情報検索・電子ロッカー利用手続拡大

実証継続・機能改善

(生成AI利用機能、他シス

テムコンテンツ連携のた
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UI・UX 最低限の機能具備・ポータルサイト設計

GビズID(RP)・DXS等接続

一連の手続プロセス管理機能具備

実証継続・機能改善

(ステータス管理、電子

ロッカー署名付与、問合

せ機能) 

デジタル庁内システムとの連携強化

関係省庁等システムとの接続検証

一連の手続プロセス管理を利用できる手続種類数

拡大

ベータ版
リリース

今後のスケジュール(令和７年度~令和８年度)

令和７年度、基本機能を具備したアルファ版をリリース予定。
令和８年度以降も継続的に改善をすすめ、ガイドジャーニー機能など利用シーンの拡大をすすめる。
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